
■
オ
ー
プ
ン
か
ふ
ぇ

　原
則
毎
月
第
２
金
曜
日
　
10
時
〜
11
時
　
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
100
円

■
善
意
銀
行

　随
時
　
■
福
祉
会
費

　毎
年
６
月
　
■
共
同
募
金

　毎
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
　
■
歳
末
助
け
合
い
募
金

　毎
年
12
月
　
い
つ
も
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
暮
ら
し
の
法
律
相
談
・
弁
護
士
相
談

　原
則
毎
月
第
２
木
曜
日
13
時
〜
15
時
　
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
次
回
相
談
日
　
前
日
12
時
ま
で
の
予
約
要
（
先
着
４
名
）　
０
７
９ 

ー 

４
９
２ 

ー 

８
６
６
８
ま
で

■
暮
ら
し
の
法
律
相
談
・
司
法
書
士
相
談
　
原
則
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
　
予
約
不
要
　（
第
１
木
）総
合
福
祉
会
館
　（
第
３
木
）母
里
福
祉
会
館

編集発行／問合･申込）社会福祉法人　稲美町社会福祉協議会
　〒675-1105　兵庫県加古郡稲美町加古4369-3　障害者ふれあいセンター1階

TEL079-492-8668　FAX079-492-9170　Eメール inami-shakyo@bb.banban.jp
（社協事務局  開館時間）月～土（日祝以外）　8：30～17：15

※社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に基づき、すべての市町村に設置されている住民の立場から福祉を推進する団体です

この広報紙は皆様からの赤い羽根共同募金配分金の一部でつくられています。
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（令和5年11月受付分）

善意の預託ありがとうございました

金銭寄附

物品預託

　　　　　氏名（敬称略）
匿名
稲美町盆栽同好会
　　　　　氏名（敬称略）
匿名
匿名
匿名
但陽信用金庫（①）
匿名
匿名
匿名
JA兵庫南女性会　JA兵庫南（②）

内容
寄附
寄附
内容
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附

金　額 
￥3,608
￥5,999

物　品 
米240㎏
スロープ
米30㎏
食品15㎏
介護用品

書損じはがき10枚
米60㎏

米88kg、食品20kg

VOICE
　あたたかいご支
援ありがとうござ
います。

新
年
の
ご
挨
拶

稲
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　会
長

　中
谷

　範
之

　「
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　新
し
い
年
を
寿
ぐ
言
葉
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。　そ

し
て
、
誰
も
が
こ
の
言
葉
を
、
希
望
に
満
ち
た
気
持
ち
で
言
い
交

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　１
０
０
人
い
れ
ば
、
１
０
０
家
庭
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
の
生
き

様
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
何
不
自
由
な
く
生
活
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、

様
々
な
苦
し
み
に
悩
ん
で
い
る
人
、
家
庭
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　こ
れ
ま
で
、
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
制
度
が
創
設
さ
れ
、
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
制
度
の
網
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
人
や
、

様
々
な
問
題
や
苦
し
み
、
悩
み
を
抱
え
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」「
『
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
』
を
つ
く
ら
な
い
地
域
づ
く
り
」の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
、

民
生
委
員
･
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
施
設
等
、

地
域
の
皆
様
や
団
体
の
ご
協
力
を
得
、
ま
た
、
行
政
と
共
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
て
、
共
に

考
え
手
を
携
え
、「
と
も
に
暮
ら
し
て
い
け
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の

た
め
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
、
本
年
も
稲
美
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　末

筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。い
つ
の
日
か
、
誰
も
が
心
の
底
か
ら
、
喜
び
あ
ふ
れ
る
気
持
ち
で

「
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
い
交
す
こ
と
が
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
。

兵庫県こうのとり賞は、地域において実践活動や住民活動を続け、
参画と協働による地域づくりに貢献されている個人に表彰される賞です。

～稲美町ボランティア連絡会から以下の方が表彰されました～
兵庫県こうのとり賞　受賞おめでとうございます兵庫県こうのとり賞　受賞おめでとうございます

◆春岡　一夫さん
　（運転ボランティア「わかば」）

◆正木　富美江さん
　（傾聴ボランティア「陽だまりの会」）

◆吉田　照子さん
　（BOOKフレンド）

◆藤本　博子さん
　（傾聴ボランティア「陽だまりの会」）

◆鷲野　雅代さん
　（きっかけの輪づくり応援団「金のわらじ」）

◆栗林　哲夫さん
　（運転ボランティア「わかば」）

◆政平　要さん
　（いなみ会）

◆日置　珠美さん
　（POPスター）

はるおか かずお

まさき

よしだ てるこ

ふじもと ひろこ

と　み　え

わしの

くりばやし

まさひら かなめ

ひおき たまみ

てつお

まさよ

◀①
　（R5.11.14）

◀②
　（R5.11.24）

調印式　稲美町災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定
令和５年11月10日(金)

　稲美町役場内において、稲美町・稲美町社会福祉
協議会の間で災害ボランティアセンターに関する協
定を締結しました。

　災害ボランティアセンターは、大規模災害時のボ
ランティア活動を円滑に進めるための拠点として、
皆様の困りごととボランティアをつなぐ活動を中心
に行います。

　この協定を機に、稲美町との連携を密にして大規
模災害時の皆様の暮らしを支えられるようがんばっ
てまいります。

稲美町社会福祉協議会

インスタグラム
Instagram

ライン
LINE

　「楽しいから笑うのではなく、笑うから楽しいのだ」という言
葉を聞いたことはありますか。アズイフの法則「〇〇のように振
る舞えば、〇〇のようになれる」という説で、行動が感情を生み
出すという考え方です。人が集まる場所に出かけていき、おしゃ
べりをし、笑いましょう。そうすれば自然と楽しい気持ちになっ
てくることでしょう。
　いきいきサロンでは、新ハートスタッフが来年度からの活動に
向けて各地区で研修させていただいております。新しい年、新し
い出会いがあるかもしれません。サロンに参加して、みんなで楽
しい時間を過ごしませんか。（N.A）

社 協 の つ ぶ や き社 協 の つ ぶ や き

表彰式にて（R5.12.10）



■
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー（
認
知
症
を
学
ぶ
会
）
　原
則
毎
月
第
４
木
曜
日
10
時
〜
12
時
　
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
■
さ
く
ら
草
の
会（
介
護
者
の
会
）
　原
則
毎
月
第
４
金
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分
　
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
介
護
相
談
・
認
知
症
相
談

　相
談
随
時
　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
（
月
〜
金
　
９
時
〜
17
時
　
祝
日
除
く
　
０
７
９ 

ー 

４
９
２ 

ー 

８
7
7
9
ま
で
）

■
相
談
支
援
事
業
所
（
町
内
在
住
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
）
　相
談
随
時
　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
（
月
〜
金
　
９
時
〜
17
時
　
祝
日
除
く
　
０
７
０ 

ー 

２
２
８
９ 

ー 

３
６
２
０
ま
で
）

■
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
成
人
を
も
つ
親
の
つ
ど
い

　原
則
毎
月
第
２
水
曜
日
10
時
〜
12
時
　
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
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参加・利用してみませんか
オープンかふぇ
（どなたでもお越しいただける居場所）
　ひとりでもグループでもどなたでも、ふらっと
気軽にお越しください。（申込不要）
■日時
　原則毎月第２金曜日10:00～11:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　100円（フリードリンク・茶菓子代）

生きづらさを抱える成人をもつ親の
つどい
（発達障がいなどによって人や社会との
距離感がつかみにくい成人の子どもたち
の親の会）
　まずは親から元気になっていこうという集いで
す。同じような経験をもつ仲間で悩みを分かち合
ったり、情報交換をしたりしませんか。（申込不要）
■日時
　原則毎月第２水曜日10:00～12:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　無料

どんまい!!れんげ草ママの会
（ハンディがある学齢期の子どもたちの
親の会）
　学校のこと、きょうだいのこと、気になること、
お子さんの成長発達や子育てで不安なこと、心配
なこと、おしゃべりしたり情報交換したりしまし
ょう。（申込不要）
■日時
　原則毎月第３水曜日10:00～12:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　無料

ほっとファミリー
（認知症を学ぶ会）
　認知症のご家族を支えている方が集い情報交換
やおしゃべりを通じて、少しでも心がほっと温ま
る時間になればと開催しています。（申込不要）
■日時
　原則毎月第４木曜日10:00～12:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　無料

　稲美町社会福祉協議会では、
「『ひとりぼっち』をつくらない地
域づくり」をモットーに、さまざ
まな会を応援しています。

おやもこ
（子どもたちを見守る親・おとなの会）
　お子さんの“学校がしんどい”気持ちに寄り添
いながら、共に悩み、考え、共感できる場です。
小中学生の保護者が参加されています。（申込要）
■日時
　原則毎月第２月曜日10:00～12:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　500円（お茶代）

はっぴぃぽけっと
（子どもがいない女性たちのお話会）
　気持ちを話せてあたたかく包み込んでくれるポ
ケットのような場です。（申込不要）
■日時
　原則毎月第３木曜日10:00～12:00
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　500円（アロマトリートメント代）

さくら草の会
（介護者の会）
　ご家族を介護される方が集う会です。介護の種
別は問いません。（申込不要）
■日時
　原則毎月第４金曜日10:00～11:30
■場所
　障害者ふれあいセンター　２階
■参加費
　無料

2/27（火）
稲美町ボランティア連絡会　啓発講演会

■講師 前田 良 氏
■日時

■場所 稲美町立加古福祉会館（稲美町加古4369-3）

■対象 稲美町在住、在勤の方
参加無料　申込要

令和6年2月27日（火）
（Like myself代表）

10:00～12:00

～人は自分に合う生き方をしていいんだ！～

　1982年、兵庫県宍粟市に生まれる。
小さい頃から性に違和感を持っており、20
歳の時に「心と身体の性の不一致」と診断
される。その後パートナーと出会い、性別
を「男性」に戻して結婚。AID（非配偶者
間人工授精）により、子どもを授かるも、
親子関係が認められず、最高裁での逆転勝
訴を経て正式に父親に。
　現在は自身の経験を基にいろいろな生き
方、家族のかたち、自分らしく生きること
について講演活動をされています。

【申込問合】
稲美町社会福祉協議会　TEL :079-492-8668　FAX:079-492-9170
MAIL：inami-shakyo@bb.banban.jp

インスタから


